
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ６月号 

長靴をはき、水たまりの音を楽しみながら登園してくる子どもたちの姿が見られる季節となりました。

雨で滑りやすく、けがも増える時期ですので、ご家庭でも十分に注意して過ごすようにしてください。 

まん延防止措置も解除され遠出する機会も多くなったの

ではないでしょうか。 

コロナ感染予防にはマスクの着用が一定の効果があると

されていますが、０～３歳児はきちんとマスクをつけること

自体が難しいです。 

また、マスク着用や黙食などが子どもたちにストレスをか

け結果的に成長を妨げるという小児科医もおります。さらに

これからの季節は熱中症の心配もあります。 

マスクの使用は子どもたちの体調をよく見ながら、コロナ

感染、その他の感染症にかからないよう、十分な手洗い・消

毒、水分補給を心がけて生活しましょう。 

梅雨の季節のコロナ予防 

令和４年５月３１日 

みずき保育園 

 

①溶連菌感染症 

②咽頭結膜熱 

（プール熱） 

③手足口病 

④ヘルパンギーナ 

⑤ＲＳウィルス 

感染症 

６月に注意してほしい 

感染症ランキング 

気を付けていても感染する場合もありますが、それ以上感染を広げない

ためにも、症状が出たときは早めの受診と園へのご連絡をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プールで感染しやすい病気 
咽頭結膜熱（プール熱） 
プールを介した感染率が高いことから
「プール熱」と呼ばれています。高熱、
喉の腫れ（首のリンパ節炎）、結膜炎な
どを伴い、かぜに似た症状が出ます。 

流行性角結膜炎（流行り目） 
接触感染が主で、充血、目やに、ごろごろ

した異物感の他、発熱を伴うことがあり

ます。 

プールの水で濡れたタオルや水着などが

感染媒体になります。 

※どちらの病気も出席停止扱いになります。 

手 足 口
病 乳幼児の間で流行するウイルス性の夏かぜの一種で、飛沫感染しま

す。手足や口の中に水ほうや赤い湿疹が出るのが特徴で、ひざやお

尻に出ることもあります。症状は３～５日で治まりますが、その後

も２～４週間は便からウイルスが出るので、周囲の人に感染しない

ように注意しましょう。ウイルス性のかぜのため抗生物質は無効

で、自宅療養での自然治癒を待ちますが、発熱や嘔吐がある場合は

症状を緩和する薬を医師に処方してもらいましょう。 

口の中に水ほうが出ている間、お

子さまに食欲がなければ、水分補

給さえしっかり行えば大丈夫で

す。食欲があるようなら、冷たいス

ープなどを与えてみましょう。 

ヘルパンギーナ 

家庭での処置 
高熱が出るため、脱水症状や熱性けいれんを起こすこともあります。熱性けいれんの既往がなければ

解熱剤で一時的に熱を下げてもよいでしょう。水分補給をしっかりと行うことも大切です。嘔吐が見

られたり、食欲が著しく低下しているようなら、医療機関を速やかに受診しましょう。感染力はそれ

ほど強くなく、１～４日で熱は治まります。 

症状 

夏によくかかる、ウイルス性の夏かぜの一種です。喉の痛みを

伴う、39℃以上の高熱が２～４日間続きます。喉の奥が赤くな

り、小さな水ほうやかいようが見られるのがこの病気の特徴で

す。下痢や嘔吐などの症状が出ることもあります。 

RSウイルス感染症 
症状 
４～５日の潜伏期間の後、鼻水、咳、発熱

などのかぜに似た症状が現れます。通常は

１週間前後で回復しますが、なかには肺炎

や気管支炎を発症する子どももいます。特

に心肺の基礎疾患がある子は重症化しや

すいので、注意が必要です。また、新生児、

低出生体重児、生後６ヵ月未満の乳児も重

症化しやすいと言われています。手洗い・

うがい（乳児は外から帰ったら水を飲ませ

る）をしっかり行い予防しましょう。 

気管支炎や肺炎などを起こすウイルス感染症で、冬場

に乳幼児の多くが感染します。 

終生免疫ではなく、２歳までにほぼ 100％感染すると

言われているため、毎年かかる子どもも多いようです。 

症状が軽い場合は、かぜを引いた時と同様、水分補

給、睡眠、栄養、保温に注意し、安静にして経過を

見ます。脱水気味になると、たんが粘稠になって吐

き出すのが困難になるので、水分をこまめに与え

ましょう。 


